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皆
さ
ま
、
新
年
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
昨
年
も
風
水
害
等
の
災
害
は
各
地
で
起
こ
り
ま
し
た
。
し
か
し

な
が
ら
、
幸
い
に
も
小
倉
北
区
で
は
、
大
き
な
事
件
・
事
故
が
な

く
過
ご
せ
ま
し
た
の
は
日
頃
の
皆
さ
ま
方
の
ご
協
力
・
ご
努
力
の

お
か
げ
だ
と
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
年
も
輝
か
し
い
新
年
に
、
そ
し
て
希
望
に
満
ち
た
年
に
と
、

皆
さ
ま
は
念
じ
た
と
思
い
ま
す
が
、
小
倉
北
区
自
治
総
連
合
会
も

念
じ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
近
年
、
人
と
人
と
の
関
わ
り
が
薄
く
な
っ
て
き
て
い
る
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
一
方
、
い
ろ
い
ろ
な
事
件
や
災
害
も
起
き
て
い
ま

す
。
そ
の
よ
う
な
時
ほ
ど
、
日
頃
の
私
た
ち
の
絆
の
強
さ
が
試
さ

れ
ま
す
。

　
今
年
は
皆
さ
ま
と
一
緒
に
な
っ
て
、
昔
の
よ
う
な
向
こ
う
三
軒

両
隣
と
い
っ
た
よ
う
な
雰
囲
気
を
作
り
出
し
て
行
け
る
か
を
考
え

る
年
に
な
れ
ば
と
、
新
年
に
思
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

　
今
年
も
皆
さ
ま
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
と

と
も
に
小
倉
北
区
の
安
全
安
心
を
基
盤
に
事
業
を
推
進
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
皆
さ
ま
方
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
ま
す
。

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

永
年
に
わ
た
り
地
域
の
環
境
衛
生
活
動
を
続
け
て
こ
ら
れ
た
功
績
を
た
た

え
ら
れ
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

【
環
境
大
臣
表
彰
】

生
活
環
境
改
善
事
業
功
労
者

　
入
口
　
素
直（
到
津
校
区
）

　《
10
月
18
日
　
第
62
回
生
活
と

　
　
　
　
　
　
環
境
全
国
大
会
で
表
彰
》

【
福
岡
県
知
事
表
彰
】

生
活
環
境
改
善
模
範
地
区

　
寿
山
校
区
環
境
衛
生
協
会

生
活
環
境
改
善
功
労
者

　
井
地
　
英
人
（
桜
丘
校
区
）

　《
11
月
27
日
　
福
岡
県
吉
塚
合
同
庁
舎

　
　
　
　
　
　
に
て
表
彰
》

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

　家庭ごみの中に
はリサイクル可能
な古紙が含まれ、
そのうち約半分は
「雑がみ」です。雑

がみや古紙の回収は町内会や市
民センターで行っております。
回収事業の奨励金は、地域のふ
れあい活動、町内の環境美化活
動など、暮らしやすい地域づく
りのために役立てられています。
これからもリサイクルにご協力
をお願いします。

○雑がみとしてできるもの
お菓子やティッシュペーパーの
空き箱、封筒、はがき、トイレッ
トペーパーの芯、コピー用紙、
紙切れなど

小
倉
北
区
自
治
総
連
合
会

小
倉
北
区
環
境
衛
生
協
会
連
合
会

　
　
　
　
会
　
長　

立
　
花
　
三
　
男

ごみ減量で「できるこ
と」まだまだあります。



共同募金は、この広報紙発行をはじめ「ふれあいネットワーク活動」等、区内の様々な地域福祉活動に役立てられています。
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東京医科歯科大学名誉教授の藤田紘一郎氏を講師
にむかえ、「脳はバカ、腸はかしこい」をテーマに
講演を行いました。アレルギーやがんに関わる免
疫力について脳と腸との関連をユーモアを交えて
お話していただき、約250名の参加者は興味深く
聴き入っていました。

小熊野川河川愛護委員会は、瀬戸内海区域におい
て、環境保全のための顕著な功績が認められ、瀬
戸内海環境保全地区組織会議より感謝状が贈られ
ました。その後、体験交流として当委員会委員長
の梶氏が、「ほたると共生するまち南丘」と題し、
人に優しい環境づくりの取組について事例発表を
しました。

第28回  健康を考えるつどい開催
平成30年11月21日

瀬戸内海環境保全地区衛生組織活動綱労団体表彰
平成30年11月28日

　
平
成
30
年
12
月
５
日
（
水
）
リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ
ル

ホ
テ
ル
小
倉
で
、
市
制
五
十
五
周
年
を
祝
う
と
と

も
に
、
小
倉
北
区
自
治
総
連
合
会
・
小
倉
北
区
環

境
衛
生
協
会
連
合
会
の
創
立
七
十
周
年
記
念
式
典

を
開
催
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
来
賓
を
含
む
二
百
三
十
名
が
参
加
、

北
橋
市
長
及
び
鮎
川
小
倉
北
区
長
か
ら
祝
辞
を
い

た
だ
く
と
と
も
に
、
同
会
の
歩
み
を
祝
福
し
今
後

の
発
展
を
誓
い
ま
し
た
。
ま
た
、
式
典
で
は
、
多

年
に
わ
た
り
自
治
活
動
・
環
境
衛
生
活
動
に
功
績

の
あ
っ
た
次
の
団
体
・
個
人
に
会
長
感
謝
状
が
送

ら
れ
ま
し
た
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
敬
称
略
）

【
団
体
】

　
黒
原
二
丁
目
町
内
会
「
黒
二
共
助
の
会
　
な
ご
み
」

　
中
井
校
区
シ
ニ
ア
サ
ー
ク
ル
連
合
会

【
個
人
】

　
立
　
花
　
三
　
男
（
霧
丘
校
区
自
治
連
合
会
長
）

　
米
　
谷
　
元
　
則
（
小
倉
中
央
校
区
堺
町
自
治
連
合
会
長
）

　
岩
　
本
　
幹
　
彦
（
南
小
倉
校
区
自
治
連
合
会
長
）

　
梶
　
　
　
　
　
務
（
南
丘
校
区
自
治
連
合
会
長
）

　
伊
　
嶌
　
正
　
行
（
足
立
）　
　
　
　
大
久
保
　
　
　
均
（
足
立
）

　
山
　
田
　
　
　
庨
（
足
立
）　
　
　
　
森
　
川
　
康
　
博
（
到
津
）

　
赤
　
松
　
孝
　
夫
（
井
堀
）　
　
　
　
田
　
中
　
ヒ
ロ
子
（
泉
台
）

　
八
　
坂
　
一
　
子
（
霧
丘
）　
　
　
　
渡
　
辺
　
和
　
馬
（
貴
船
）

　
半
　
田
　
久
　
次
（
清
水
）　
　
　
　
町
　
田
　
貞
　
彦
（
清
水
）

　
石
　
川
　
美
奈
子
（
三
郎
丸
）　
　
　
佐
　
藤
　
哲
　
生
（
三
郎
丸
）

　
中
　
島
　
敏
　
美
（
三
郎
丸
）　
　
　
中
　
杉
　
真
　
弓
（
城
野
第
一
）

　
櫨
　
本
　
春
　
義
（
城
野
第
一
）　
　
白
　
井
　
稔
　
子
（
富
野
）

　
田
　
代
　
博
　
基
（
富
野
）　
　
　
　
勅
使
河
原
　
秀
喜
（
富
野
）

　
花
　
見
　
正
　
昌
（
富
野
）　
　
　
　
吉
　
村
　
美
津
子
（
富
野
）

　
梶
　
原
　
義
　
孝
（
中
井
）　
　
　
　
林
　
　
　
康
　
義
（
中
井
）

　
緒
　
方
　
撰
　
子
（
西
小
倉
）　
　
　
木
　
村
　
優
　
一
（
西
小
倉
）

　
早
　
田
　
　
　
泉
（
西
小
倉
）　
　
　
岩
　
松
　
寛
　
俊
（
日
明
）

　
木
　
村
　
耕
　
三
（
日
明
）　
　
　
　
虎
　
谷
　
正
　
一
（
南
小
倉
）

　
松
　
田
　
　
　
勝
（
南
小
倉
）　
　
　
木
　
村
　
俊
　
行
（
南
丘
）

　
中
　
橋
　
継
　
興
（
南
丘
）　
　
　
　
宮
　
川
　
孝
　
明
（
南
丘
）

創
立
七
十
周
年
を
祝
う

参加者全員で「この街で」を合唱


